
大腸がん検診特集

今年度のがん検診は受けましたか

大腸がんは、近年増加しています。特に働き盛りの４０歳くらいから増えています。日本人

の死因の第一位であるがんの中で、大腸がんは男性で２番目、女性で１番になっています。

1年に1回の早期発見のチャンスです
早期の大腸がんでは自覚症状がほとんどなく、症

状が出た時にはすでにがんが進行していることも

あります。そして早期発見・治療で９５パーセント以

上の人が治ります。

大腸がんの検診は「便潜血検査」で行います。便に

含まれる「ヒトの血液」を見つける検査で、大腸がん

やポリープから少し出血があれば、陽性（病気が疑

われる）になります。

40歳以上の方は１年に１回便潜血検査を受けてく

ださい。

申 問
○○保健センター○○推進課

電話： ○○○○○○○○○○

便潜血検査の結果に「要精密検査」や「陽性（＋）」が

あれば、必ず精密検査（全大腸内視鏡検査）を受け

てください。

「痔があるから」「たまたまだろう」などの自己判断

は、大腸がんの早期発見を遅らせる可能性があり

大変キケンです。

陽性なら必ず精密検査

広報誌での大腸がん検診啓発掲載例（全段）
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※詳しくはQR コードから

例：ブレイブサークル小冊子他

二次元

コード
○○市で精密検査にご協力いただ
いている医療機関はこちらから。


